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頑張ってます！農地利用最適化推進活動 No.３

　

城
崎
地
域
は
昭
和
三
十

年
二
月
に
、
農
業
を
主
産
業
と
し
た
内

川
村
と
合
併
し
、
新
た
な
城
崎
町
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
農
業
主
体
の
内
川

地
域
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
円
山
川
を
挟
み
東
西
の

山
間
に
点
在
す
る
八
地
区
で
す
。
西
側

は
四
地
区（
来
日
、簸
磯
、上
山
、二
見
地

区
）あ
り
、
民
家
周
辺
を
農
地
が
取
り

巻
い
て
い
る
状
況
で
す
。
耕
地
面
積
は

合
わ
せ
て
約
二
十
三
㌶
で
、
用
排
水
兼

用
の
小
規
模
区
画
の
農
地
が
主
で
す
。

　

一
方
、
東
側
も
四
地
区
あ
り
、
耕
地

面
積
は
約
三
十
五
㌶
あ
り
ま
す
。
南
か

ら
、
結
地
区
で
は
、
円
山
川
沿
い
と
山

間
に
挟
ま
れ
た
耕
地
で
、
耕
作
者
の
高

齢
化
に
よ
り
離
農
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

現
就
農
者
に
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る

現
状
で
す
。

　

戸
島
地
区
は
平
成
十
六
年
に
道
路
整

備
と
合
わ
せ
、
湿
田
か
ら
大
規
模
農
地

に
土
地
改
良
が
施
さ
れ
、「
戸
島
営
農
組

合
」
が
発
足
、
現
在
は
法
人
化
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

楽
々
浦
地
区
は
、
遊
休
農
地
は
殆
ど

無
く
、
九
割
を
占
め
る
下
島
耕
地
は
周

囲
が
川
と
入
江
に
囲
ま
れ
、
用
排
水
路

が
完
備
さ
れ
た
豊
か
な
ほ
場
で
す
。
そ

し
て
、
下
島
耕
地
を
主
体
と
し
て
「
後

世
に
残
そ
う
、
豊
か
な
大
地
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
二
十
六
年
七
月
に

「
下
島
営
農
組
合
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
主
眼
は
、
機
械
等
の

共
同
利
用
で
低
コ
ス
ト
化
と
次
世
代
へ

の
伝
承
と
し
、
全
面
受
託
事
業
と
、
個

別
作
業
も
受
託
し
、
極
め
て
細
か
い
運

営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
間
の
飯
谷
地
区
は
十
㌃
規
模
に
耕

地
整
理
が
な
さ
れ
稲
を
作
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
し
て
、
当
地
域
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
遊
休
農
地
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
で
大
き
な
変
動
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、今
後
、

年
々
離
農
者
が
増
え
る
中
、
小
規
模
な

ほ
場
、
用
排
水
管
理
の
負
担
、
道
路
が

狭
隘
で
作
業
性
の
不
便
、
集
団
化
が
困

難
、
さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
の
深

刻
さ
等
共
通
し
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

世
代
交
代
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

今
、
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
賜
り
、
魅

力
あ
る
豊
か
な
農
業
に
な
る
よ
う
地
元

農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
ど
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

岩
本 

照
雄
）

　

竹
野
地
域
の
推
進
委
員
と

し
て
、
竹
野
地
区
の
農
地
の
状
況
や
農

家
の
意
向
を
調
査
し
、
農
業
委
員
や
市

の
事
務
局
へ
の
情
報
共
有
を
行
い
、
農

家
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
野
地
域
は
豊
岡
市
の
北
西
部
に
位

置
し
、
沿
岸
部
か
ら
山
間
地
へ
南
北
に

延
び
東
西
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
は
竹
野
南
地
区
、

中
竹
野
地
区
、
竹
野
地
区
に
分
か
れ
主

に
稲
作
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
中
で

山
間
地
を
中
心
に
遊
休
農
地
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
多
く
は
、
地
主
が
竹
野

地
域
を
離
れ
耕
作
者
が
居
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
の
確
保
の

難
し
い
農
地
や
湿
地
の
た
め
に
機
械
で

の
耕
作
が
難
し
い
農
地
、
有
害
鳥
獣
の

被
害
が
多
い
農
地
か
ら
遊
休
農
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
耕
作
者
の
高
齢
化
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
若
い
耕
作
者
が
農
業
を

継
ぎ
や
す
い
環
境
作
り
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

竹
野
南
地
区
で
は
、
将
来
的
に
農
地

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
今
年
一
月
竹

野
南
営
農
組
合
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
問

題
や
遊
休
農
地
の
解
消
を
め
ざ
し
て
農

地
の
維
持
を
行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
竹
野
地
区
で
は
、
遊
休
農
地
の
削

減
を
目
指
す
と
と
も
に
新
規
耕
作
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
野
地
区
で
も
水
利
組
合
や
多
面
的

活
動
組
織
の
会
合
で
農
作
業
を
効
率
よ

く
す
る
た
め
、
耕
作
地
の
整
理
を
行
い
、

農
地
を
広
く
し
、
大
型
機
械
が
入
り
や

す
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
話
し

合
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す

ぐ
に
実
現
は
無
理
で
す
が
、
こ
の
先
、

十
年
、
二
十
年
を
見
据
え
た
計
画
作
り

を
今
か
ら
始
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
農
地
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
推
進
委
員　

天
野 

辰
男
）

城
崎
地
域

来日地区の農地の状況

遊休農地の状況
（ドローンにて撮影）

遊休農地の状況
（ドローンにて撮影）

竹
野
地
域

城崎地域

石橋農業委員

岩本推進委員

竹野南地区

尾口農業委員

福丸推進委員
（中竹野を含む）

中竹野・竹野地区

加悦農業委員

天野推進委員
（中竹野を除く）
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伝統農産物・特産農産物の紹介 Part2
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産農産物等を消費者の皆さんに知ってもらい
地域農業の振興に役立ててもらうため、平成28年度にマップを作成しました。（Ｎｏ．３６農委だより）特集で農産
物等を紹介していきたいと思います。今回は“マコモタケ”と“コウノトリ大豆”です。

  　
マ
コ
モ
タ
ケ
は
イ
ネ
科
の
植
物
で
、

中
国
料
理
の
食
材
と
し
て
知
ら
れ
、

タ
ケ
ノ
コ
に
似
た
ふ
く
ら
み
を
持
ち
、

サ
ク
サ
ク
の
食
感
で
癖
が
な
く
、
近

年
は
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
ヘル
シ
ー

な
食
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

但
馬
で
の
栽
培
者
は
ま
だ
少
な
く
、

平
成
二
十
五
年
ご
ろ
か
ら
、
増
田
さ

ん
が
奥
神
鍋
で
民
宿
を
営
み
な
が
ら
、

マ
コ
モ
タ
ケ
五
㌃
を
栽
培
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

当
初
は
試
行
錯
誤
で
大
変
苦
労
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
、
神
鍋

道
の
駅
、
京
阪
神
方
面
へ
も
出
荷
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
は
、
水
田
で
栽
培
す

る
こ
と
が
で
き
、
代
か
き
、
植
え
付

け
、
追
肥
、
水
管
理
、
除
草
と
稲
作

と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
工
程
で
作
業
が

で
き
る
の
が
魅
力
。

　

し
か
し
、
単
に
大
き
く
育
て
ば
多

収
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
疎
植
や

追
肥
中
心
の
施
肥
で
無
効
分
け
つ
を

出
さ
な
い
、
生
育
期
に
は
灌
水
で
地

温
を
下
げ
、
盆
ま
で
に
良
い
苗
を
作

る
こ
と
が
コ
ツ
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
第
一
便
は
、
例
年
よ
り
早

く
、
九
月
十
三
日
に
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。
良
作
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

調
理
方
法
と
し
て
、
て
ん
ぷ
ら
、

き
ん
ぴ
ら
、
油
い
た
め
、
お
で
ん
等
、

焼
マ
コ
モ
タ
ケ
も
シ
ン
プ
ル
な
が
ら

美
味
し
い
と
の
こ
と
。
冬
場
は
メ
ン

マ
に
加
工
し
て
民
宿
で
出
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　
「
湿
田
の
遊
休
農
地
、
各
地
の
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
で
栽
培
で
き
た
ら
景

観
も
良
く
、
ま
た
収
入
に
も
つ
な
が

る
の
で
は…

。」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

農
作
業
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な

く
様
々
な
事
柄
に
興
味
・
関
心
を
持

ち
、
楽
し
く
農
業
を
す
る
こ
と
が
必

要…

と
感
じ
ま
し
た
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
を
育
て
て
み
た
い
、

マ
コ
モ
タ
ケ
に
関
心
の
あ
る
方
は
農

業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。  （
農
業
委
員　

宮
口 

豊
隆
）

日
高
町
山
田
　
増
田
　
義
則
さ
ん

…

マ
コ
モ
タ
ケ
を
栽
培
し
て・・・

　

日
高
町
国
府
地
区
の
府
市
場
営
農

組
合
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
大
豆
の
無
農
薬
栽
培
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
大
豆
の
始
ま
り
は
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
に
共
感

を
い
た
だ
い
た
業
者
様
か
ら
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
で
大
豆
栽
培
が
で
き

な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
か
ら
豊
岡

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

出
荷
先
は
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で
す
。

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
か
ら
取
引
業
者
へ
販
売

し
、
豆
腐
や
油
揚
げ
に
加
工
さ
れ
、

主
に
京
阪
神
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

府
市
場
地
区
は
、
以
前
か
ら
葉
タ

バ
コ
や
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
耕
地
の
た
め
、
大
変
水
は
け
が

よ
く
、
大
豆
の
栽
培
に
最
適
な
場
所

で
す
。

　

大
豆
栽
培
で
大
変
な
の
は
農
薬
や

除
草
剤
を
使
用
し
な
い
無
農
薬
栽
培

の
た
め
、
暑
い
時
期
に
雑
草
を
抑
制

す
る
た
め
の
土
寄
せ
、
集
中
豪
雨
の

排
水
処
理
、
天
候
不
順
に
よ
る
収
穫

時
期
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
が
起
き

る
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
日
高
町
の
加
工
グ
ル
ー
プ

に
味
噌
の
原
料
と
し
て
大
豆
を
供
給

し
ま
し
た
。
ま
た
、
府
市
場
の
組
合

で
も
、
日
高
町
に
あ
る
加
工
所
で
府

市
場
産
大
豆
を
使
っ
て
味
噌
づ
く
り

を
行
い
、府
市
場
の
方
に
購
入
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
「
暑
い
時
期
の
水
不
足
で
も
大
豆

は
大
き
く
成
長
し
、
青
々
と
し
た
葉

を
茂
ら
せ
ま
す
。
生
命
力
の
す
ご
さ

を
感
じ
ま
す
。
大
豆
は
畑
の
肉
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
無
農
薬
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
大
豆
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
望

み
で
す
。」
と
、
尾
藤
さ
ん
は
に
こ

や
か
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
農
業
委
員　

上
坂 

光
広
）

　
　

府
市
場
営
農
組
合
　
　
　
　
　

代
表
　
尾
藤 

　
光
さ
ん

コ
ウ
ノ
ト
リ
大
豆
の

　
　
　
　
　
無
農
薬
栽
培

コウノトリ大豆の無農薬栽培


